2025年度井上円了記念研究助成「刊行の助成」　出版計画調書
【大学専任教員、その他本学校法人教職員、大学院生、校友、単位取得満期退学者　対象】
 申請日　　　　年　　月　　日
	申請者氏名
	フリガナ
	

	
	
	印

	最終学歴
※大学専任教員・教職員は不要
	学校名
	
	学位
	

	
	卒業年
	
	年
	
	月
	卒業等区分
	選択してください

	応募資格
	身分
	選択してください

	
	井上助成
採択実績
	選択してください
	選択してください
	の採択課題
（最新のみ）

	
	
	※過去に採択され、研究終了後１年以内の研究成果発表報告義務を果たしていない者は応募できません（2022年度に採択された課題は2024年3月末までに成果の発表をしていない場合、応募できません。）ただし、合理的な事由がある場合には、その理由とともに当該年度中の研究成果を報告する（自由書式）ことにより、応募を認めます。

	応募資格
身分の
所属等
	所属
	

	
	
	※大学専任教員の場合には所属学部学科・職位、大学院生及び単位取得満期退学者の場合には所属研究科・専攻、校友の場合には卒業（修了）した研究科・専攻（学部・学科）、教職員の場合には学校名・部局等を記載してください。

	
	指導教員名
（該当者のみ）
	

	
	
	※大学院生・校友・単位取得満期退学者の場合のみ記載してください。

	
	学籍番号
（該当者のみ）
	

	
	
	※大学院生の場合のみ記載してください。



	出版書
概要
	出版書名
	フリガナ
	
	執筆
形態
	選択してください

	
	
	
	
	

	
	ページ数
	
	ページ
	出版予定日
	
	年
	
	月
	
	日

	
	刊行予定
部数
	
	部
	内訳
	市販部数
	
	部

	
	
	
	
	
	その他部数
	
	部 ※30部以内


※共著の場合には、内容の過半を応募資格のある者が執筆していることが必要です。
[bookmark: _Hlk106269385][bookmark: _Hlk106269432]また、共著については、著作権行使についてあらかじめ著作権者となる共著者全員の了解を取った上で応募してください。


	助成申請額
	井上助成
申請額
	
	円

	
	
	※見積書の半額まで（100 万円を上限とする）
※助成額が減額された場合には、自己負担分が増額となる可能性を考慮して、出版計画を立ててください。 減額された場合にも、刊行物の体裁・内容を変更することはできません。

	
	科研費申請額（研究成果公開促進費）
	
	円

	
	
	※大学専任教員については、2025年度科学研究費助成事業（研究成果公開促進費）に応募する義務があるため、応募の上で必ず記載してください。その他の応募資格身分については、空欄としてください。（本学客員研究員等の校友等で本学から同種目に応募している場合には、記載してください。）

	選定
出版社
	出版経費見積額
	
	円

	
	社名
	

	
	所在地
	

	
	連絡先
	電話番号：
	
	メール：
	

	
	担当者氏名
	



	【１】出版物の内容（概要）＜１ページ以内＞

	




＜【２】【３】を合わせて1ページ以内＞
	【２】出版の目的　・・・　以下の点について焦点を絞り、具体的かつ明確に記入してください。
①出版の背景（着想に至った経緯等、これまでの研究経過・研究成果との関連）
②当該分野におけるこの出版物の学術的な特色・独創的な点および意義

	



	
【３】共著について（単著の場合は記入不要）
共著については、共著者の所属・身分・学位・専門分野を記載してください。なお、内容の過半を応募資格のある者が執筆している必要があります。目次・執筆者・執筆者身分・頁数等を記入して、応募資格のある者が内容の過半を執筆していることを示してください。

	




	【４】研究業績(発表論文·著書等)　＜１ページ以内＞
学会発表や学会誌等に発表した論文・著書等のうち、本著書に関連する重要な研究成果を示すものを選定し、現在から順に発表年次を過去にさかのぼって記入してください。
・論文名､著書名､著者名､学協会誌名､巻(号)､最初と最後のページ､発表年(西暦)について記入してください｡(以上の各項目が記載されていれば､項目の順序を入れ替えても可｡著者名が多数にわたる場合は､主な著者を数名記入し以下を省略(省略する場合､その員数と､掲載されている順番を○番目と記入)しても可｡)

	



※本書・コピーともに左上をホチキス止めした上で提出すること(片面印刷)
※提出いただいた調書については、事務局で一切の修正等は行わず審査委員に送付されます。
2

